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ご来場の方に抽選で
素敵なプレゼント！

本公演にご来場の方の中から
抽選で各10名様に能楽グッズを

プレゼントします。
※ご入場の際にお配りするパンフ
レットに応募券[ご応募の締切は
休憩終了まで]が入っております

のでご確認ください。

　

　太鼓の役をめぐる争いで殺されてしまった夫の敵を「討つ」のではなく、争いの元となった太鼓を「打つ」ことで恨みを晴らそうとする
妻─〈冨士太鼓〉。絶望的な戦局の中で、項羽に添い遂げる道として自ら命を絶つことを選んだ虞美人─〈項羽〉。どちらも尋常ではない、
それだけに哀切な愛のカタチである。　　　　　　　　　

能・狂言が描く “愛と恋”
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撮影 : 杉浦賢次

撮影 : 瀬野雅樹

福井県池田町の「第14回 全国新作能面公募展」に
おいて、秀作の能面「曲見」（作者：中園巌さん/佐賀
県）を本公演の能「冨士太鼓」のシテで使用します。

新作能面を披露します
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公益財団法人 名古屋市文化振興事業団  TEL.052-249-9385

＊地下鉄・市バス等公共交通機関をご利用ください。
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萩
原
院
に
仕
え
る
臣
下
が
、内
裏
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け
る
管
絃

の
催
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で
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鼓
の
役
に
つ
い
て
楽
人
の
間
で
争
い

が
あ
り
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士
と
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う
楽
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が
浅
間
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楽
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に

討
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と
述
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こ
と
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の
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は
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の
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て
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狂
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叫
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。
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岸
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11月19日(土)　14:00～16:00
十二月特別公演事前学習講座 ［受講チケット］十二月特別公演とのセット券500円、一般券1,000円 ほか

◆能「冨士太鼓」「項羽」のあらすじ、見どころを解説します。詳細は事前学習講座チラシをご覧ください。　
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出
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か
じ
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い
。

当日券は自由席のみ500円増となります。

名古屋能楽堂／TEL.052-231-0088
名古屋市文化振興事業団チケットガイド／TEL.052-249-9387
（平日9:00~17:00／チケット郵送可）
＊名古屋市文化振興事業団が管理する文化施設窓口＜土日祝日も営業＞でもお求めいただけます。

中京テレビ事業／TEL.052-957-3333
栄プレチケ92／TEL.052-953-0777
チケットぴあ／TEL.0570-02-9999 (Pコード 454-486）
＊お近くのセブンイレブン、サークルＫサンクスでもお買い求めいただけます。
＊外国籍が証明できるパスポート等を持参された方には前売・当日とも１割引きします。（名古屋能楽堂取扱いのみ）
　To visitors who bring their passports or the likes which prove respective foreign nationalities, advance/day tickets are available at a 10% discount. (at Nagoya Noh Theater only)

事業団友の会会員・障がい者手帳等をお持ちの方は1割引

＊学生券は25歳以下を対象とします。
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